
　本書は，インド初の高速鉄道プロジェクトに関
わった鉄道コンサルタントが，鉄道を通してイン
ドの歴史と発展の経緯をまとめたものである。
　まず，インド国鉄の概況や日本との鉄道分野の
協力関係などが紹介されている。インドは，世界
有数の鉄道大国である。現在，環境に配慮した経
済的な輸送システムの構築をめざし，全国鉄道計
画が進められている。日本からの協力案件も，デ
リー・メトロ，インド貨物専用鉄道建設計画，ム
ンバイ―アーメダバード間高速鉄道計画など拡
大しつつある。次に，1853年にアジアで最初に
開業したインドの鉄道の歴史を，東インド会社統
治時代，イギリス植民地時代，独立後のインドの
各時代に区分してまとめている。そして，植民地
時代までの鉄道整備による波及効果については，
特に 20世紀以降，鉄道事業の収益は幅広い産業
に寄与し，人びとの共同体意識を高め，インド独
立運動にも大きな影響を与えたと指摘している。
　本書は，現地情報や多くの資料を参考に執筆さ
れている。また，写真や図表も多く掲載されてお
り，実務にも有益な資料である。� （古森）

　特集テーマにちなみ，今回は沿線開発の歴史を
辿る所蔵資料を紹介する。
　日本の沿線開発の源流は，阪急電鉄の創業者・
小林一三が進めたビジネスモデルにある。都心の
百貨店と郊外の娯楽施設を一体で開発し，鉄道か
らの運賃収入と沿線の宅地販売収入の両輪で事業
の成立を目指した。これは「郊外に住み，都心へ
通勤する」ライフスタイルそのものの提案であり，
事業者主導による需要創造の成功例となった。
　この一体開発のモデルは「交通政策と都市政策
の融合」に形を変え，現代にも受け継がれている。
宅鉄法の適用により自立都市の形成と人口定着を
図った，つくばエクスプレスの事例がその一つだ。
その開発過程は，事業者単独での開発が難しい現
代において，自治体との公民連携が欠かせないこ
とを示している。事業者のノウハウを活かしつつ，
自治体がより主体的に関わることが重要である。
　当資料室では，これらに関連する著作，社史，
伝記文献も多く所蔵している。ぜひご活用いただ
きたい。� （原）
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